要　　望　　書
　平成十七年に失効する市町村合併特例法を受けて、現在、全国各地で広域合併が推進されているのは周知の事実でございます。八代市郡でも、昨年九月に郡市一体となった合併協議会が設立され、平成十七年一月の合併に向けて着々と準備がなされておりますが、この間の数々のご労苦に多大なる敬意を表する次第でございます。

私どもは、地域経済を通して地域の発展に寄与すべく活動を続けて参っておりますが、大都市への一極集中が続く中、少子化・高齢化問題を抱えた現状に於いては、八代市郡八自治体が、それぞれ有する特色を生かし、力を合わせる事こそが、地域振興に最も求められるものと考えます。そこで、私どもは昨年、市町村合併八代市経済人会議を開催致し、「山・川・海・野」の豊かな資源を活用したスケールの大きい地域づくりを提唱し、八代市郡一市四町三村の広域合併の実現を求めるに至っております。
この合併が実現した暁には、人口十六万人の新しい八代市が誕生し、それは将来的にも県下第二の人口規模を維持する事になり、名実ともに県南の拠点都市への脱皮が可能ともなると考える次第でございます。

しかし、誠に残念な事ながら、竜北町並びに宮原町に於いて、郡市一体の合併からの離脱が極めて憂慮される状況になって参りました。仮に郡市一体の枠組みによる合併が困難な状況に立ち至った場合においても、将来の八代地域全体の発展や、次世代の社会を考えれば、市町村合併による新しい地域づくりは欠かせないものであると考えます。

八代地域全体の発展を考えれば、当然郡市一体の合併が最善であると考えますが、このような状況を鑑みますと、次善の策として一市二町三村の残り六自治体による広域合併だけは何はともあれ実現させ、将来的には二町をも含めた郡市一体の合併を目指す事が必要と経済界では考えます。そして、対等な立場でバランスの取れた新しい地域づくりを目指す為には、六市町村による対等合併が、現況では最も望ましい方法であると考えます。
八代地域に於いては、合併協議会を通じて既に一年以上の時間を掛けて合併論議がなされておりますので、今回の両町離脱を契機に論議が中断されるような事態になりますと、大きな時間損失になります。どうか貴市に於かれましては、一市二町三村による対等合併方式を速やかに他町村にご提唱頂き、合併論議が順調に進行致しますようお取り計らい頂きたく存じる次第でございます。
　何卒、私どもの要望にご配慮賜りますようお願い申し上げます。
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